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●循環型の学び                           ●協働的な学び 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 低学年・支援 中学年・支援 高学年 

児
童
の
姿 

○課題や問題を解決するため

に、友だちと仲良く伝え合い、

新たな考えに気づき認めよう

とする姿 

○課題や問題を解決するため

に、相手の考えを理解しようと

関わり合い、新たな考えを広げ

ようとする姿 

○課題や問題を解決するために、

お互いの考えを生かし合い、新

たな考えを活用しようとする

姿 

手立て 

 
児童の実態と教師の願い 
  
既習事項を活用して考えを作り

だせるようになってほしい。 

主体的に学ぶ力を身につけてほ

しい。 

 
学校教育目標 

 

笑顔いっぱい 
かがやく入谷っ子 

 
重点目標 

 

自分の考えをもち，主体

的に考え,行動する力 

自ら学ぶ児童の育成 

～『まなびたい』『かんがえたい』『またやりたい』～ 

研究主題 

 

課題や問題を解決するために協働しながら主体的に学ぼうとする姿 

 

目指す児童の姿 

 

「動機づけ」「学習方略」「振り返り」の中で、「協働的な学び」を適切な場面で行うことにより、自ら
学ぼうとする態度が養われていく。 

研究仮説 

学習指導要領 各教科の特質 

協働的な学びを効果的にデザイン 

授業実践 

授業改善 研究の蓄積 



 
組織図 

 

  

     

 

 

 

 

 

【組織図】 

 

 

 
 
【各部の活動】 
①資料記録部・・・資料の管理・授業写真や動画の管理 

②授業研究部・・・新たな学習方略の実践例をまとめる 
③調査統計部・・・アンケートの作成と分析をする 
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低学年ブロック（１・２・支） 

中学年ブロック（３・４・支） 

高学年ブロック（５・６・支） 
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